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「古代ワルプルギスの夜」、散文では ThomasCarlyleの社会評論集 Pastand 
Present ( 1843）第1巻第2章の章題（“TheSphinx'＇）、OscarWildeの短編小説＂The
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ひらみゐで
があり（本文では“比羅三井天”［4表］）、スフインクスも描かれている（5表）。



























③Richard Quarterman Way （赤津常道直訳）『地球説客和解』巻之四（甘泉
堂、明治 7年）の「挨及園ノ圃説~~J に、次のような 「石塚」図（18 裏）













































編訳だが、（編輯）『海外国勢便覧』（大皐南校、明治3年）、（訳述）Marin Henri Jansen 
（オランダ海軍軍人）『海軍沿革論』 4巻（大挙南校、明治4年）、（訳）『和蘭皐制』
（開成皐校、明治8年）などの編・訳書もある。











訳解者の福田（1817-94）は出版人で、 BenjaminHobson （合信）『博物新編』 4巻
（福田敬業、明治8年）や『博物新編註解』 5巻（賓集堂、明治9年）などの訳書・
註解書もある。









対応する原書は UniversalHistory: On the Basis of Geography (1837）であり、原
文は以下の通りである。
9. The sphynx is one of the most curious among the Egyptian antiquities. 
It was originally the gigantic head of a woman, on the body of a lion; but the 
lower part is now buried in the sand. The part which remains above ground 
is the head and neck. These are twenty-seven feet high, and are made of 
solid rock. At a distance, it looks as if a great flat-nosed woman were rising 
out of the sand. (New ed. [New York and Chicago: Ivison, 1871] 147-48) 
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History，’ Asia and Africa, The Kobunsha Series of Supplementary English 
Readers for Middle Schools 13 （興文社、明治33年 12月7日）ーーも出版されて
いる。牧山は東京府平民で、 AlfredBishop Mason ・JohnJoseph Lalor『初皐経済
論』3巻（雁金屋清吉・和泉屋市兵衛、明治10年）など経済関係の編・訳書が多い。





山岳ノ如シ府内ニハ巨像「スフヰンクスJ~＝及方塔ア リ (2) 
原書はAλfanualof Ancient and Modern Histo1ァ（NewYork: Appleton, 1867）で、
対応する原文（第1章官邸rpt”第1節“GeographicalOutline”）は、以下の通り
である。
一’Thebes,filling the whole valley on both sides of the Nile with enormous 
temples, more like mountains than human edifices[,] colossal statues, 
sphinxes, and obelisks .... (Rev. ed. [1872) 2) 






28 明治スフインクス史 （1）一一初期 （明治10年代まで）
キフツ フットウ コクザン シシJ シンジウ ソノジヤウ





⑪Samuel Augustus Mitchell （松村精一郎［西荘］ 訳、藤田利勝［青森県師範学校






原書は“（ミッチヱノレ）氏著大小ノ二地理書’（「凡例」 3) A System of Modern 
Geography.・Physical,Political. and Descriptive, Mitchell’s New (Series of 
School) Geographies 4 (Philadelphia: Butler, 1860）と TheNew Primary 
Geography, Mitchell's New (Series of School) Geographies 2 (Philadelphia: 
Butler, 1860）のことであろう一一ーで、対応する原文は以下の通りである。
EGYPT. 
13. On the left bank of the Nile町 ethe pyramids, 69 in number. . . The 
base of the largest (the pyramid of Cheops)(ke／中•s) is 7 46 feet square, 
equal to 13 acres,-and about 480 feet high. 
15. Not far仕omthe largest pyramid is the Sphinx, a reclining figure, 
with the body of a lion, and the mutilated head, bust, and features of an 
Egyptiap woman. It is 60 feet high, and was more than half buried in the 
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sand ... (Aめ，stemof Modern Geography[1881 ed.] 402) 
EGYPT. 
1. .. Magnificent ruins and remains are found. 
2. The principal pyramid near Cairo is nearly 500 feet high. . . . The
Sphinx is a reclining figure of stone, with the body of a lion and the head of 
a woman. The body is nearly covered with sand. (The New Prima砂F
Geography[1888 ed.] 85) 









⑫飯属半十郎（編輯）『輿地誌略字引』（修静館、明治 11年 11月 6日版権免許）
の 「O挨及附阿比西尼」に次のような箇所がある。
プットウ コクサン ジントウシソン シンジウ Yンキョ
悌頭ホ：？；ム 刻鏡キザム 人頭獅身ヒトノi':7ヵラタ 神獣ケな＼ 陣据ウでル
(102裏）
纂輯人の飯罵（1841・1901、号は虚心）は静岡県士族で、 『東京新報』 （明治6年
2月創刊）発行、洋々社代表で『洋々社談』 （明治8年4月創刊） 発行、 『東洋新
報』 （明治9年 10月創刊）社友。 『日本地理全誌』 5巻（松井惟利、明治9年）
『日本地誌』 3巻（虚心堂、明治12年）などの他、 『初撃家事経済書』2巻（虚心
堂・尚友堂、明治15年） ・『幼稚園初歩』 2巻（青海堂、明治18年）など家事や



















広島県士族で、教科書・参考書類の著書が多いが、 （編） 『警察必要』 （野芳閣、
明治 11年） ・『明治新論』 （大阪 ：赤志忠雅堂、明治11年）などの著書もある。














フットウ コクザン ジントウ y シン シンジウ ソンキョ





ジョトウ ｜ シシJ lクハイザウ
女頭：＂二｜獅身；： ｜怪像；；~： 五位ゐ｜平ノ〈茅ニ益ム
(17表）
校閲者の山本は東京府平民で、 FrancisWayland 『泰西惰身論』 3巻（和泉屋壮造、
明治6年）、EllisA Davidsonの『飲食養生新書』 5巻（高笈閣、明治8年）や『窮
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三橋は東京府平民で、（纂訳）『今世西洋英傑停』 4巻（修静館、明治 12年）、（訳）



















原書は Outlinesof the 恥•rid金品百tory:Ancient, MediEeval, and Modern (New 
York: Ivison, 1874）で、対応する原文は以下の通りである。
37. ’目.Memphis was about twelve miles above the apex of the Delta. 
Cities. Scarcely a vestige of the place now remains; but its great 
burial-place at Gizeh is stil seen. Here are the great 
Pyramids, the colossal Sphinx, and miles on miles of rock-hewn tombs . 
38. In some branches of art, especially in architecture, the Egyptians 
made great advances. The race seems indeed to have had a 
Ar℃hitecture. 
wonderful building instinct. The distinguishing feature of 
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Egyptian architecture is its vastness and sublimity. Avenues of colossal 
sphinxes and lines of obelisks led to stupendous palaces and temples, 
elaborately sculptured, and containing halls of solemn and gloomy grandeur, 













Sphynx 獅身女面ノ像ハ Part 立ロ~，｛.ノJ与r，、－ 
Egyptian 挨及ノ Page 148. 
Antiquities 古物ノ Head 頭
Among 中デ And 及ビ
Most 最モ多ク Neck 頚デ
Curious 奇ナノレモノ Is アノレ
Of ノ These 是等ガ
One ーツデ Twenty seven 二十七
Is アル Feet フヒート
Originally 元来 High 高ク
It 夫ハ Are アル
Lion 獅子 And 市シテ
Of ノ Solid 堅キ
Body 株ノ Rock 岩
On 上ニ Of カラ
Woman 女 Made 造
Of ノ Are ラノレ＼
Gigantic 長大ノ Distance 隔ニ
Head 頭デ At 於テ
Was アリシ It 夫ハ
But 然シナガラ Great 大ナノレ
Lower part 下部ハ Flat-nosed 扇鼻ノ
Now ~ 、 Woman 婦人ガ
Sand 砂ノ Sand 砂
In 中ニ Out of カラ
Buried 埋メ Rising 起リテ
Is ラノレ、 Were アリシ
Ground 地面ノ If カノ
Above 上ニ As 如ク










（スフインクスガ） （アル） （ーデ） （ノ）
9. The s p h y n x i s one o f [the most curious among] the 
（挨及ノ） （古物） （ソレガ） （アリシ） （元来ハ） （長大ナル） （頭デ） （ノ）
Egyptian antiquities. I t w a s originally the gigantic head o f a 
（婦人） （於テノ） （休エ｝ （ノ） （獅子） （併シ乍ラ） [ti （ヨリ下キ） （部分ガ） （アノレ）
woman, o n the body of a lion; b u t The lower part i s 
（今ハ） （埋ラレテ） （中ニ） ［色］ （抄ノ） （部分）（部分ガ） （ソレノ、）（所ノ） （残ル） （上ニ）
now buried i n The sand. The p a r t which remains above 
（地ノ） （アノレ） （頭ト） （及ピ） （顕デ） （此等ガ） （アノレ） （ 廿 七 ） （尺デ）
ground i s the head and neck. These a r e twenty・ seven feet 
（高サ） （：ノウγテ） （アノレ） （造ラレテ） （カラ） （堅キ） （岩） （卦テ） （阿リニ） （ソレガ）
high, and are made o f solid rock. At a distance, i t 
（見へン） （恰モ） （カノ如ク） （大ナJレ） （扇品ノ ） （婦人ガ） （アリシ） （出カケッ、） （カラ）
looks a s i f a great flat-nosed woman were rising out o f 
（抄）
the sand. (23-24) ※ノレビ、（カタカナ）と訳順番号（漢数字）は省略。訳語
は下付き。“themost curious among”脱落の理由は不明。
挿訳者の真野（1853-1920、号は観我）は慶慮義塾出身で、海軍主計畑を歩み、明




@Devello Zelotos Sheffield （アメリカ人、漢名は誘櫓？棲）口述・趨如光（清国人）
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訳したり、 VictorDuruy （高橋二郎訳述）『法蘭西志』 6巻［3冊］（露月楼、明治
11年）を制定したりもしている。





























































































上巻（松島 剛、明治19年4月 16日版権免許、明治 19年7月出版）第一編「古
代東洋諸国」第二章「エジプト（EGYPT）」（二）「エジプトの文明Jに次のような
箇所がある。
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建築 ｜ （三十八） エジプト人ハ技術上に於て進歩せし所少からざ
りしが、殊に建築に於て最も著名にして、其築造の才智に富
みしこと賓に驚くに堪へたり。市してその建築上に於て特に
長ずる所ノ＼その慶大と社殿なるとに在り。彼の巨大なる獅
身女面の像、並に方尖石碑の列立する者に従て進行すれパ、
則ち奇異高大なる宮殿堂字数多あり、彫刻極めて精美、且房
室宏世偉大にして、能く方今の最大なる寺院をもその内に容
る与を得ん。
(35-36) 
翻訳の底本は 1884年版。後に『高園史要』上巻は、中巻（第三編「ローマ史」・第
四編「中代史」）、下巻（第五編「近代史J）と合綴されて出版された。第 3版（明
治21年6月27日）で訂正されたが、訂正 17版（明治36年4月 1日）でも該当
箇所に変更はない。訳述兼出版人の松島（1854・1940）は、和歌山県（後に東京府）
士族で教育者。英語・地理関係の教科書・参考書類の著作が多いが、HerbertSpencer 
『社舎平権論』（報告社、明治 14-17年）のような訳書もある。校者の松島錬之助
は剛の弟で、『：！通俗徴兵令解附関係例規』（楽天書房、明治22年）の編著がある。
＠維廉斯因頓［WilliamSwinton] （井上経重訳述、久米金繍［文学士］訂正、江
木衷［冷灰卜島田三郎・佐藤精明［隻峯］ 序）『1高園史鑑』第萱冊『東方帝王国之部』
（淡海書屋、明治18年 12月25日版権免許、明治19年7月出版）第一篇 「東方古
代ノ帝王国」第二章「墨墓」第二歎「基墓ノ開化」に次のような箇所がある。
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都府 ｜第三十七節 ［中略］,Lム三ヰ三ノ＼三角掛｜尖頭ノ上殆ント十
二里ノ所ニ在リ今其遺蹟ヲ存セスト量生トモギーゼニハ尚
ホ其大壁ノ存スノレヲ見ル又此地ニハ大金字塔アリ巨大ナ
ノレ女面ノ獅像及ヒ岩石ヲ開撃シテ敷里ニ及ヘル所ノ墳塚
アリ［後略］
造営 ｜第三十八節基孟人ハ工委ノ諸科ヲ善クシ特ニ造営ノ術
ニ至リテハ大ニ進歩セノレ者ニシテ其人種ハ寅ニ驚ク可キ
建築ノ天性ヲ具フ市シテ其造営ノ大ニ他ト異ナノレ者ノ＼慶
大ニシテ且ツ高月士ナルニアリ巨大ノ女面獅像街頭ニ比ヒ
［後略］
(30) 
翻訳の底本は 1879年版。訳者の井上（号は馬陵）は東京府平民で、高木豊三（講
述）『刑法講義録』（警官練習所、明治 19年）を筆記している。訂正者の久米は東
京府士族で、東京専修学校文学・法学教諭（後に特許局長）。『高等警察論』（井上経
重、明治 19年）・（『高等警察論』の改題）『警官賞用』（伊藤書店、明治22年）の
著書の他、 G台orgeCharles Brodrick陪地方政治論』（哲皐書院、明治21年）の訳
書もある。
